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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 33 号 （2019 年 4 月）

よすみちゃん

第33号

　

博
物
館
探
検
隊　
　
　

11
時
～
12
時

　

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
博

物
館
の
裏
側
を
探
検
し
よ
う
！

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ

14
時
～
15
時

　

ク
イ
ズ
に
答
え
て

　
　
　
　
　

グ
ッ
ズ
を
ゲ
ッ
ト
！

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　
　
　

10
時
～
15
時

同
時
開
催　

史
跡
公
園
イ
ベ
ン
ト

４
月
28
日（
日
）・
29
日（
月
・
祝
）

地
元
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

10
時
～
15
時

　

屋
台
村

　

・
焼
そ
ば
・
唐
揚
げ　

な
ど

　

お
い
し
い
グ
ル
メ
を
満
喫
し
よ
う
！

　

わ
た
が
し
サ
ー
ビ
ス

　

野
外
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　

・
ま
て
ば
し
い
飛
ば
し
に
挑
戦
！

　

・
吹
き
矢　

な
ど

５
月
３
日（
金
・
祝
）～
５
日（
日
・
祝
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

　

博
物
館
に
隠
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
探
し
出
そ
う
！
全
部
見
つ
け

る
と
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
る
よ
！

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
開
催

時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
館
の
開
館
記
念
日
で
あ
る
４
月
29

日
を
中
心
に
開
催
し
て
い
る｢

出
雲
弥

生
の
森
ま
つ
り｣

は
、
今
年
で
10
回
目

を
迎
え
ま
す
。
地
元
の
応
援
団
体
「
弥

生
の
森
お
お
つ
」
な
ど
と
協
力
し
て
、
楽

し
く
学
べ
る
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

４
月
28
日（
日
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

出
雲
商
業
高
校

　

書
道
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス

　
　
　
　

10
時
～

　

第
10
回
記
念
小
学
生
向
け
特
別
講
座

　
「
出
雲
王
の
墓 
― 
西
谷
墳
墓
群
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
～
12
時

　

講
師　

渡
邊 

貞
幸 
氏

　
　
　
　
（
当
館
名
誉
館
長

　
　
　
　
　
　
・
島
根
大
学
名
誉
教
授
）

　

弥
生
時
代
の
出
雲
王
に
つ
い
て
、

小
学
生
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
も
ら
い
ま
す
。

親
子
連
れ
や
大
人

の
方
の
み
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
修
了
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

火
起
こ
し
体
験　
　
　

10
時
～
15
時

　

ま
が
玉
・
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り

　
　
　

10
時
～
15
時

も
の
づ
く
り
体
験
が
大
集
合
！

　
　
　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

　

復
元
し
た
弥
生

　

土
器
で
ご
飯
を

　

炊
こ
う
！

　

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

・
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　

ま
が
玉
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

和
同
開
珎
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

プ
ラ
板
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
神
谷
博
物
館

　

ま
が
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

４
月
29
日（
月
・
祝
）

　

ラ
イ
ブ

　
【
ボ
ー
カ
ル
デ
ュ
オ
】

　

Ⅹ
＋
（
え
く
す
と
）

　

①
10
時
～
10
時
30
分

　

②
13
時
～
13
時
30
分

　

日
本
遺
産「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

の
応
援
ソ
ン
グ
が
人
気
で
す
。

無料無料無料無料無料

無料無料無料無料

無料無料

有料有料有料有料有料

有料 有料

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
１
９

出雲市観光大使
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第33号
「
ふ
る
さ
と
今
昔
物
語 

そ
の
３

― 

平
田
地
域 

―
」

「
こ
し
ム
ラ
の
レ
キ
シ

― 

古
志
遺
跡
群
の
様
相 

―
」

★
春
季
企
画
展

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

今
回
の
春
季
企
画
展
「
ふ
る
さ
と
今

昔
物
語
」
で
は
、
企
画
展
に
関
す
る
調

査
研
究
で
新
た
に
「
発
見
」
し
た
史
料

を
い
く
つ
か
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、『
続
日
本
紀
』
四
〇

巻（
二
十
冊
の
冊
子
本
）で
す
。
こ
れ
ら

は
、
平
田
町
の
木
綿
街
道
に
あ
る
本
石

橋
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
『
続
日
本
紀
』は
、
７
９
７（
延
暦
16
）

年
に
成
立
し
た
歴
史
書
で
、
奈
良
時
代

の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
石
橋

家
の
も
の
は
、
１
６
５
７（
明
暦
３
）年

に
出
版
さ
れ
た
版
本
で
す
。

　

本
石
橋
家
の
『
続
日
本
紀
』
で
興
味

深
い
の
は
、
そ
の
来
歴
が
分
か
る
こ
と

で
す
。「
出
雲
国
楯た

て
ぬ
い縫
郡
国
富
八
幡
宮

文
庫
」の
蔵
書
印
が
各
冊
に
あ
り
、元
々

は
国
富
八
幡
宮（
現
在
の
県あ

が
た神
社
）の
蔵

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ

ら
に
、巻
四
十
の
巻
末
に
墨
書
が
あ
り
、

１
７
９
９（
寛
政
11
）年
４
月
23
日
に
、

同
社
宮
司
・
金
築
中
久
を
発
起
人
に
、

美み
だ
み談
村
の
水み
ず
へ
い
す
け

平
助
や
松
江
の
小
豆
沢
浅

右
衛
門
ら
が
各
々
の
家
運
長
栄
を
祝
い

祈
る
た
め
、
奉
納
し
た
も
の
と
分
か
り

ま
し
た
。
４
月
23
日
は
同
社
遷
宮
の
日

　

神
戸
川
左
岸
に
あ
る
古
志
遺
跡
群

は
、
下
古
志
遺
跡
・
古
志
本
郷
遺
跡
・

古
志
遺
跡
な
ど
で
形
成
さ
れ
、
そ
の
広

さ
は
70
㏊（
出
雲
ド
ー
ム
43
個
分
）に
及

び
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
出
現
し
、
古
墳
時
代
に

は
周
辺
に
首
長
墓
が
築
か
れ
、
奈
良
・

平
安
時
代
に
は
山
陰
道
に
隣
接
し
て
い

た
こ
の
遺
跡
群
は
、

「
こ
し
ム
ラ
」
と
し

て
時
代
ご
と
に
姿
を

変
え
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
こ
し
ム

ラ
や
そ
の
周
辺
に

お
い
て
、
県
道
改

良
や
放
水
路
建
設
な

ど
の
大
規
模
な
開
発

事
業
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
事
前
の

発
掘
調
査
が
集
中

し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
９
９
０
～

２
０
１
０（
平
成
2

～
22
）年
度
に
か
け

て
行
わ
れ
た
調
査
の

で
、
こ
れ
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

当
時
、
出
雲
で
は
出
雲
大
社
の
千
家

俊
信
を
中
心
に
、
日
本
の
古
典
を
研
究

す
る
国
学
が
普
及
し
始
め
た
頃
で
、『
続

日
本
紀
』
の
奉
納
は
そ
の
潮
流
を
反
映

す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
奉
納
さ
れ
た
後
、
神
門
郡
の

古
志
に
い
た
神
田
厚
敬
に
貸
し
出
さ
れ

た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
神
田
厚
敬

は
１
８
０
０（
寛
政
12
）年
に
『
出
雲
風

土
記
俗
解
抄
』
を
書
写
し
、
そ
れ
に
は

『
続
日
本
紀
』
を
引
用
し
た
頭
注
が
記

さ
れ
て
お
り
、
本
石
橋
家
の
も
の
を
参

照
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
来
歴
や
貸
借
の
関
係
を
見

る
と
、
本
石
橋
家
の
『
続
日
本
紀
』
は

近
世
出
雲
の
国
学
の
普
及
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
史
料
と
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
国
富
八
幡
宮
の
『
続
日

本
紀
』
が
な
ぜ
本
石
橋
家
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
１
８
８
１（
明
治
14
）年
に

出
さ
れ
た
金
築
春
久（
中
久
の
子
）の
和

歌
集
『
桃も

も
の
や

廼
舎
和
歌
集
』
に
、
当
時
の

本
石
橋
家
の
当
主
石
橋
道
基
の
名
が
見

え
、
国
富
八
幡
宮
の
宮
司
家
と
本
石
橋

家
の
交
友
関
係
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ

の
関
係
か
ら
本
が
移
っ
た
と
み
ら
れ
、

本
石
橋
家
に
伝
わ
る
こ
と
自
体
も
注
目

す
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。（
髙
橋　

周
）

２
月
27
日（
水
）～
５
月
27
日（
月
）

【 

入
場
無
料 

】

【 

入
場
無
料 

】

延
べ
面
積
は
5.7
㏊
。
平
成
の
間
に
、
島

根
県
内
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
こ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
の
大
集
落
や

奈
良
時
代
の
役
所
跡
が
見
つ
か
る
な

ど
、
出
雲
平
野
の
歴
史
を
解
明
す
る
上

で
も
画
期
的
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果

に
よ
っ
て
垣
間
見
え
て
き
た
こ
し
ム
ラ

の
様
相
を
推
定
し
、
そ
の
変
遷
を
概
観

し
ま
す
。

（
三
原
一
将
）

弥生時代のこしムラの様相
（二つの集落が帯状の低地で隔てられていた）
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第33号

２
月
６
日（
水
）～
６
月
３
日（
月
）

★
速
報
展

「
肋ろ

っ
こ
つ骨

」に
抱い

だ

か
れ
て
―
平
成
30
年

度
神
門
横
穴
墓
群
の
調
査
か
ら
―

「
鰐
淵
寺
文
書
」重
要
文
化
財
へ
！

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
７
回
）

　

今
回
の
速
報
展
は
、
昨
年
度
実
施
し

た
、
神
門
横
穴
墓
群
の
発
掘
調
査
成
果

か
ら
、
横
穴
墓
の
「
肋
骨
」
に
注
目
し

た
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
門
横
穴
墓
群
は
、
市
内
の
神
門
町

と
神
西
沖
町
に
ま
た
が
る
真
幸
ヶ
丘
丘

陵
に
広
が
る
大
横
穴
墓
群
で
す
。
同
じ

く
市
内
に
あ
る
上
塩
冶
横
穴
墓
群（
約

２
３
０
基
）に
次
ぐ
、
約
１
２
０
基
の

数
を
誇
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
最
大
級

の
横
穴
墓
群
で
す
。

　

今
回
、
調
査
を
し
て
い
る
第
10
支

群（
旧
名　

小
浜
山
横
穴
墓
群
）は
、

１
９
９
２（
平
成
４
）年
、
十
間
川
の
河

川
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、
35
基
の
横

穴
墓
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
調
査（
２
か
年
計
画
の
１

年
目
）で
は
、
横
穴
墓
が
東
側
斜
面
に

５
基
、
西
側
斜
面
に
10
基
の
合
計
15
基

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
西
側

の
１
基
と
、
東
側
の
５
基
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
横
穴
の
「
肋
骨
」
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
横
穴

墓
内
の
天
井
や
壁
に
残
る
12
㎝
程
度
の

幅
の
加
工
痕
の
こ
と
で
す
。
加
工
の
痕

　

３
月
18
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、

「
鰐が

く
え
ん
じ
も
ん
じ
ょ

淵
寺
文
書
」（
鰐
淵
寺
所
有
）を
重

要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
古こ

文も
ん
じ
ょ書
４
９
４
通
で
、
そ
の
中
に
は
中
世

の
古
文
書
３
８
０
通
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

内
容
は
、
寺
の
領
地
や
祈き

と
う祷
に
関
す

る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
朝ち

ょ
う
て
い廷や

幕ば
く
ふ府
、
戦
国
大
名
ら
と
の
関
わ
り
を
示

す
文
書
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

世
の
有
力
地
方
寺
院
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
う
え
、
中
世
か
ら
続
く
出

雲
国
の
宗
教
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
史
料
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
景
山
こ
の
み
）

　

日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

を
彩
る
構
成
文
化
財
紹
介
第
７
弾
！

　

認
定
３
年
目
の
記
事
は
「
出い

ず
も
ひ
の
み

雲
日
御

碕さ
き

と
う
だ
い



灯
台
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

日
御
碕
と
い
え
ば
、
断
崖
に
立
つ
白

亜
の
灯
台
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
上
約
44
ｍ
の
高

さ
は
日
本
一
。
外
側
は
美み

ほ
の
せ
き

保
関
産
の
森

山
石
、
内
側
は
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
た

二
重
構
造
で
、地
震
に
強
い
設
計
で
す
。

　

１
９
０
０（
明
治
33
）年
か
ら
３
年
も

の
歳
月
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
今
年
で

１
１
６
年
。
今
な
お
現
役
で
航
海
の
安

全
を
護
り
続
け
て
い
ま
す
。
文
化
財
と

し
て
の
評
価
も
高
く
、
世
界
の
歴
史
的

灯
台
百
選
や
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
広
大
な
日
本

海
を
背
景
に
、
白
い
灯
台
が
夕
日
色
に

染
ま
る
美
し
い
光
景
が
の
ぞ
め
ま
す
。

（
景
山
こ
の
み
）

が
幾
筋
も
平
行
に
並
ん
で
い
る
状
況

が
、
あ
た
か
も
「
あ
ば
ら
骨
」
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
専
門
用
語
と
し
て
は
「
肋
骨
状
加

工
痕
」
で
す
が
、
略
し
て
「
肋
骨
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
で
は
、
こ
の
「
肋
骨
」
横
穴
墓

の
分
布
を
手
掛
か
り
に
、
こ
こ
神
門
横

穴
墓
群
の
特
異
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

ま
す
。

（
原　

俊
二
）

出雲日御碕灯台

足利尊氏が鰐淵寺に宛てた手紙
１３３６（建武３）年

内容：「祈祷に励むのだぞ！」
※写真提供：東京大学史料編纂所

横
穴
墓
内
に
残
る　
　
　

　
　
　

「
肋
骨
状
加
工
痕
」

★
祝
！
重
要
文
化
財
指
定

★
日
本
遺
産
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〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第33号

★
企
画
展
・
講
座
の
ご
案
内

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

職
員
リ
レ
ー
講
座

　

出
雲
の
文
化
財
や
歴
史
、
最
新
の
発

掘
成
果
に
つ
い
て
、
市
文
化
財
課
の
職

員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

６
月
22
日
（
土
）

「
神
門
横
穴
墓
群
の

　
　
　
　

調
査
に
つ
い
て
」（
仮
）

　
【
講 

師
】
原　

俊
二

　
　
　
　
　

石
原　

聡

　
　
　
　
　
（
埋
蔵
文
化
財
係
）

８
月
３
日
（
土
）

「
解
説  

い
ず
も
の
登
録
文
化
財
」（
仮
）

　
【
講 
師
】
景
山
こ
の
み

　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
係
）

８
月
24
日
（
土
）

「
出
雲
に
お
け
る
弥
生

　
　

～
古
墳
時
代
の
埋
葬
儀
礼
」（
仮
）

　
【
講 

師
】
坂
本
豊
治

　
　
　
　
　
（
博
物
館
学
芸
係
）

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

　
●

受
講
料　

各
回
３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名

※�

講
座
の
受
講
に
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
博
物

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
春
季
企
画
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
20
日
（
月
）

　
「
ふ
る
さ
と
今
昔
物
語
そ
の
３

― 

平
田
地
域 

―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

４
月
27
日
（
土
）
、
５
月
18
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
27
日
（
月
）

　
「
こ
し
ム
ラ
の
レ
キ
シ

― 

古
代
の
古
志
遺
跡
群 
―
」

　

●
関
連
講
座

　

５
月
６
日
（
月
・
祝
）

　
「
遺
跡
が
語
る
こ
し
ム
ラ
の
レ
キ
シ

― 

古
志
遺
跡
群
の
様
相 

―
」

　
【
講 

師
】
三
原
一
将
（
当
館
）

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

４
月
20
日
（
土
）
10
時
～

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
６
月
３
日
（
月
）

　
「『
肋
骨
』
に
抱
か
れ
て

　

― 

平
成
30
年
度
神
門
横
穴
墓
群

第
10
支
群
の
調
査
か
ら 

―
」

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

５
月
29
日
（
水
）
～
８
月
26
日
（
月
）

　
「
出
雲
平
野
の
赤
」（
仮
）

※�

右
の
展
示
は
、
い
ず
れ
も
観
覧
料
、

聴
講
料
と
も
に
無
料
で
す
。

　

ま
も
な
く
「
平
成
」
が
新
元
号
に
切

り
替
わ
る
。
日
本
の
元
号
は
飛
鳥
時
代

の
西
暦
６
４
５
年
、
大
化
の
改
新
の
後

に
定
め
ら
れ
た
「
大た

い
か化
」
に
始
ま
る
。

そ
の
後
、
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
し
た
半

世
紀
を
経
て
、
文
武
天
皇
５（
７
０
１
）

年
に
「
大た

い
ほ
う宝
」
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ

以
降
は
、
南
北
朝
時
代
に
二
つ
の
元
号

が
並
立
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
元
号
は
使
い
続
け
ら
れ
て

き
た
。

　

わ
が
国
で
の
元
号
定
着
を
記
念
す
べ

き
「
大
宝
」
だ
が
、
こ
れ
に
は
あ
る
事

件
が
か
ら
ん
で
い
る
。「
大
宝
」
と
は
黄

金
の
こ
と
。
６
９
７
年
、
祖
母
の
持
統

天
皇
か
ら
皇
位
を
継
い
だ
文
武
天
皇
の

治
世
に
は
日
本
列
島
各
地
で
鉱
物
資
源

の
開
発
が
進
ん
だ
が
、
金
だ
け
が
未
発

見
。
政
権
中
枢
の
一
人
、大お

お
と
も
の
み
ゆ
き

伴
御
行
は
、

７
０
１
年
に
大
和
の
住
人
・
三み

た
の
い
つ
せ

田
五
瀬

を
対
馬（
長
崎
県
）に
派
遣
し
て
、
金
鉱

山
を
探
さ
せ
た
。
３
月
21
日
、
五
瀬
は

み
ご
と
金
を
朝
廷
に
献
上
す
る
こ
と
に

成
功
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
元
号
「
大
宝
」

が
制
定
さ
れ
た
。

　

二
月
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
大
伴
御
行

に
は
右
大
臣
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
御
行

の
子
孫
や
三
田
五
瀬
以
下
の
関
係
者
に

も
褒
美
が
与
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
後

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

に
、
こ
の
対
馬
産
金
は
五
瀬
の
詐
欺
で

あ
り
、
御
行
は
ま
ん
ま
と
た
ぶ
ら
か
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
、
と
い
う
。

そ
ん
な
オ
チ
ま
で
記
録
し
な
く
て
も
、

と
も
思
う
の
だ
が
『
続
日
本
紀
』
は
隠

ぺい
し
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
年
の
元
旦
、

藤
原
宮
の
大
極
殿
で
催
さ
れ
た
儀
式
は

華
麗
を
極
め
、「
文
物
の
制
度
は
こ
こ
に

み
ご
と
整
備
さ
れ
た
」
と
高
ら
か
な
宣

言
が
な
さ
れ
た
。
律
令
も
、
ま
た
日
本

と
い
う
国
号
も
定
ま
っ
た
。「
大
宝
」は
、

日
本
の
門
出
を
祝
う
元
号
で
も
あ
っ
た
。

　
「
大
宝
」
の
訓
読
み
「
お
お
た
か
ら
」

は
、
国
民
を
意
味
す
る
「
お
お
み
た
か

ら
」
と
も
読
め
る
。
民
こ
そ
国
の
黄
金

だ
、
と
飛
鳥
人
が
思
っ
て
い
た
か
ら
の
元

号
だ
と
し
た
ら
、
ク
ー
ル
だ
け
ど
な
ぁ
。

（
花
谷　

浩
）


